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上
下
水
道
部
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
安
全
な
水
道

水
を
お
使
い
い
た
だ
く
た
め

に
、
水
道
法
に
基
づ
い
た
水

質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

1
8
年
度
に
実
施
し
た
水
質
基

準
項
目
検
査
お
よ
び
水
質
讐

理
日
韓
設
定
項
目
検
査
の
結

果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
　
（
水
質
管
理
目
棲
設
定
項

目
検
査
結
果
は
、
2
面
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）
。
ま
た
、
水
質

検
査
計
画
を
毎
年
作
成
し
公

表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び

「
平
成
1
9
年
度
水
質
検
査
計

画
」
を
策
定
し
公
表
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
水
質
基
準
項
目

水
道
法
の
規
定
に
よ
り
、

水
道
か
ら
供
給
さ
れ
る
水
は

水
質
基
準
由
項
目
に
適
合
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。平
成
1
8
年
度
に
実
施
し
た

検
査
結
果
か
ら
、
城
陽
市
の

水
道
水
は
、
す
べ
て
水
質
基

準
に
合
格
し
た
良
質
な
も
の

で
し
た
。

◇
水
質
管
理
目
標

設
定
項
目

水
道
法
に
お
い
て
必
須
の

検
査
項
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
将
来
に
わ
た
り
水
道
水

の
安
全
性
の
確
保
な
ど
に
万

全
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

水
源
お
よ
び
浄
水
処
理
に
お

け
る
監
視
の
た
め
に
検
査
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
さ
ら
な
る
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
水
質

管
理
目
標
設
定
項
目
の
う
ち

農
薬
類
に
つ
い
て
は
、
リ
ス

ト
の
皿
項
目
す
べ
て
を
検
査

し
た
り
、
浄
水
処
理
の
工
程

管
理
に
お
い
て
も
、
年
間
加

検
体
に
も
お
よ
ぶ
水
質
検
査

を
実
施
す
る
な
ど
、
厳
し
い

水
質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
平
成
怜
年
度
水
雷
鹸
貴
計
ｉ
Ｅ
を
策
定
し
ま
し
た

3
月
1
1
日
付
の
　
「
広
報
じ

ょ
う
よ
う
」
　
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
上
下
水
道
部

で
は
、
「
平
成
1
9
年
度
水
賀
検

査
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
書
　
（
全
文
）
　
は
、

市
役
所
、
市
立
図
書
飴
の
行

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
上

下
水
道
部
窓
口
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

「
平
成
1
9
年
度
水
質
検
査

計
画
」
　
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
基
本
方
針

②
水
道
事
業
の
概
要

③
水
源
の
状
況
並
び
に
原
水
、

浄
水
の
水
質
状
況

①
採
水
地
点
、
検
査
項
目
、

検
査
頻
度
及
び
そ
の
理
由

⑤
水
質
検
査
方
法

⑥
臨
時
の
水
質
検
査

⑦
水
質
検
査
計
面
及
び
検
査

結
果
の
公
表

⑧
そ
の
他
、
留
意
事
項

こ
の
計
面
は
、
水
質
検
査

を
行
う
地
点
、
項
目
、
頻
度
、

方
法
、
そ
の
結
果
な
ど
を
示

し
た
も
の
で
す
。

上
下
水
道
部
で
は
、
よ
り

一
層
の
安
全
・
安
心
を
み
な

さ
ん
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
、

水
質
検
査
計
画
を
毎
年
、
作

成
し
公
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
水
質
検
査
計
画
に
つ

い
て
は
、
毎
年
、
見
直
し
を

行
い
、
状
況
に
応
じ
て
改
定

し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

声
を
水
質
検
査
計
画
に
反
映

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

水
質
検
査
計
画
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
工
務
課

更

5

2

）

2

4

4

2
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這＼
蛮計画仁一沿って

＼竺慧慧芸
平成18年度水質基準項目検査結果

一（平成18年7月採水：浄水4検体、給水栓水4検体）

イ追放
Ｊニケ′
讃 琶
Ｊよ’ｉ、

′　．＿ｌｉ5－
1 一般 細 菌 1㈱個 ／ｍｌ以 下 検 出 せ ず 検 出せ ず 検 出せ ず

2 大腸 菌 検 出 さ れな い こ と 検 出 せ ず 検 出せ ず 検 出せ ず

3 カ ド ミウム 及 び その 化 合物 0．0 1ｍだ月 以 下 0．㈹ 1 未 満 0．㈱ 1 未 満 0．（氾1 束 溝

4 水 銀 及 びそ の化 合 物 0．㈱ 5ｍｇ1 以 下 0．㈱ 5 束 溝 0．（Ｘ）∝）5 束 溝 0．（冊 ）5 束 溝

5 セ レ ン及 び そ の化 合 物 0．0 1ｍｇ／1以 下 0．㈱ 1 未 満 0．（拍1 未 満 0．的 1 未 満

6 鉛 及 びそ の 化 合物 0．0 1ｍｇ4 以 下 0．∝恰 0．（氾1 束 清 0．（泊1 未 満

7 ヒ素 及 びそ の 化合 物 0．0 1ｍだハ 以 下 0．（泊1 未 満 0．（治1 来 演 0．㈱ 1 未 満

8 六価 ク ロム 化合 物 0．0 5ｍｇ／1以 下 0．㊥ 5 未 満 0．伽 5 束 溝 0．㈹ 5 未 満

9 シ ア ン化 物 イ オ ン及 び塩 化 シ ア ン 0．0 1ｍｇ月 以 下 0．（泊1 未 満 0．（泊1 兼 備 0．側 1 未 済

1 0 硝酸 態 窒 素 及 び亜 硝 酸 態窒 素 1伽岨 几以下 2．㈱ 0．26 0．73

11 フ ツ憲 及 び そ の化 合 物 0．8ｍｇ／1 以下 0．0 8 未 満 0．鵬 未 満 0．鵬 未 満

12 ホ ウ素 及 びそ の 化合 物 1．伽腺 4 以 下 0．0 3 0 ．02 束 溝 0．02 東 浦

13 四塩 化 炭 ま 0．㈱ 2ｍｇ∧ 以下 0．∝船2 未 満 0．∝巾2 未 満 0．（伽 2 未 満

14 1．4 －ジオ キサ ン 0．05 ｍｇハ 以 下 0．的 5 束 溝 0．∝Ｉ5 未 満 0．（氾5 未 満

15 1．1－ジ クロ ロエ チ レ ン 0．02 ｍビバ 以 下 0．的 2 未満 0．㈱ 2 未 満 0．∝色 素 満

16 シス ー1．2－ジ クロロエチ レン 0．似 ｍＦ∧ 以 下 0．∝場 末溝 0．∝4 来 演 0．㈹4 未 満

17 ジク ロ ロ メ タ ン 0．佗 ｍＦパ 以 下 0．伽 2 未満 0．（氾2 来 演 0．伽 2 未 満

18 テ トラ ク ロ ロエ チ レ ン 0．0 1ｍｇバ 以 下 0．（氾1 未満 0．∝Ｉｌ未 満 0．㈱ 1 未 満

19 トリク ロ ロエ チ レ ン 0．伯 ｍｇ月 以 下 0．（胎1 未満 0．伽 1 未 満 0．（氾1 来 演

20 ベ ンゼ ン 0．0 1皿 沼 以 下 0．㈱ 1 束 溝 0．∝Ｉｌ兼 備 0．α）1 東 浦

2 1 タロ ロ酢 酸 0．02ｍｇ！1以 下 0．㈹招 来溝 0．∝妃 未 満 0．伽 2 未 満

2 2 ク ロロ ホ ルム 0．鵬 ｍｇ／1以 下 0．的 4 0．（泊1 未 満 0．（氾1

2 3 ジ タロ ロ酢 酸 0．04ｍだ／1以 下 0．仙 未 満 0．∝4 束 溝 0．㈱ 4 未 満

24 ジ プ ロ モ ク ロロ メ タ ン 0．1ｍｇ4 以 下 0．∝腔 0．（氾1 束 溝 0．α）1 束 清

25 臭 素酸 0．01ｍだ／1以 下 0．（氾1 未 満 0．α）1 束 溝 0．00 1 未 満

26 総 ト リハ ロ メ タン 0．1ｍｇ4 以 下 0．0 1 未 溝 0．0 1 未満 0．0 1 未満

27 トリク ロ ロ酪 酸 0．2ｍｇハ 以 下 0．0 2 未 満 0．02 未 満 0．02 未満

28 プ ロモ ジ ク ロ ロメ タ ン 0．03 ｍだハ 以 下 0．（氾3 0 ．（氾1 束 溝 0．α）1
29 プ ロモ ホル ム 0．伽 ！ｌ以 下 0．∝5 未 満 0．（沿5 未 満 0．的 5 未 満

30 ホ ル ム ア ルデ ヒ ド 0．08 ｍｇ∧ 以 下 0．∝嶋 束 溝 0．的 8 東 浦 0．α）8 未 満

3 1 亜 鉛 及 びそ の 化 合物 1．0Ⅱ旺月 以 下 0．㈲5 未 満 0．∝ 5 未 満 0．㈱ 5 未 満

32 ア ル ミニ ウム 及 びそ の 化 合 物 0．2ｍｇ月 以 下 0．06 0 ．叱 未 済 0．02

33 鉄 及 び その 化 合物 0．3ｍｇハ 以 下 0．03 未 満 0．03 未 満 0．03 束溝

34 鍋 及 び その 化 合物 1．伽 旺ハ 以 下 0．01 0 ．0 1 未満 0．0 1 未満

35 ナ トリウ ム及 び その 化 合 物 2∝ｈ旺ノｌ以 下 17 8 ．7 13

36 マ ンガ ン及 び そ の化 合 物 0．肪 皿だ月 以 下 0．∝5 未 満 0．㈱ 5 未 満 0．（氾5 東 浦

37 塩 化物 イ オ ン 2∝ｈ腹几以 下 8．7 4 ．4 6．2
38 カルシウム、マグネシウム等 （硬度） 伽 月以 下 3 6．2 12 ．6 24 ．5
39 蒸発 残 留 物 説氾ｍｇ几以 下 118 98 10 5
40 陰 イ オ ン界 面 活性 剤 0．2ｍｇハ 以 下 0．02 未 満 0．02 未 満 0．0 2 未満

41 ジ ェ オ ス ミン 0．（Ｘ椒 ）1ｍｇ1 以 下 0．㈱ 1 束溝 0．∝舶 1 束 満 0．㈱ 1 来 演

42 2 －メ チル イソ ボ ル ネ オー ル 0．個 ）1ｍｇ！ｌ以 下 0．∝岨 1 未満 0．㈱ ㈱ 01 未 満 0．伽 ∝Ｘ）1 未 満

4 3 非 イ オ ン界 面 活性 剤 0．02 ｍｇ4 以 下 0．㈱5 束 溝 0．00 5 未 満 0∬ 妬 未満

4 4 フ ェ ノ ール 類 0．㈲ 5ｍｇ月 以 下 0．㈱ 5 束 清 0．碑 ）5 未 満 0．伽 5 未 満

4 5 有機 物 （Ｔ ＯＣ ） 5ｍｇ4 以 下 0．5 未満 0．5 未 満 0．5 未 満

4 6 ＤＨ値 5．8 以 上8．6 以 下 7．4 6．6 7．1
4 7 味 異常 で ない こ と 異 常 な し 異 骨 な し 異 常 な し

4 8 臭 気 異 常 で ない こ と 異 常 な し 異 常 な し 異 常 な し

4 9 色 度 5 度 以 下 1未 満 1未満 1夫 溝

5 0 濁度 2 度 以 下 0．1 未 満 0．1 未 溝 0、1 未 満

佗100この広報紙は古紙配合率100％の再生紙および大豆油インキを使用しています。
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Ｑ
ｌ
．
水
道
水
は
安
全
で
す

か
7
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
も

大
丈
夫
で
す
か
？

Ａ
ｌ
．
水
道
水
は
、
水
道
法

で
定
め
ら
れ
た
5
0
項
目
の

水
質
基
準
に
合
格
し
た
安

全
な
水
で
す
。
も
ち
ろ
ん

安
心
し
て
飲
用
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ
2
．
浄
水
畠
は
取
り
つ
け

た
ほ
う
が
い
い
で
す
か
？

水
道
水

Ｑ
＆
Ａ

Ａ
2
．
浄
水
畠
に
は
、
適
切

な
使
用
の
も
と
で
は
水
違

水
に
含
ま
れ
る
消
毒
剤
を

除
去
す
る
な
ど
の
特
定
の

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

し
か
し
水
道
水
は
安
全
で

安
心
し
て
飲
用
で
き
る
水

で
す
が
ら
、
当
然
浄
水
器

が
な
く
て
も
筒
浸
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
3
．
最
近
、
城
陽
市
の
地

下
水
か
ら
水
銀
や
ヒ
素
が

基
準
値
以
上
で
検
出
さ
れ

た
と
蘭
き
ま
す
が
？

Ａ
3
．
東
部
丘
陵
地
域
の
事

業
所
の
一
部
の
井
戸
水
か

ら
水
銀
、
ヒ
素
が
環
境
基

準
値
以
上
の
値
で
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
水
道
水
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
す
べ
て
の
項

目
の
水
質
基
準
を
満
た
し

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
ご

使
用
く
だ
さ
い
。
上
下
水

道
部
で
は
水
道
原
水
の
監

視
も
さ
ら
に
強
化
し
、
安

全
な
水
道
水
の
供
給
に
努

め
ま
す
。

Ｑ
4
．
関
係
機
関
を
装
っ
て

「
無
料
で
水
質
検
査
を
し
ま

す
」
「
水
道
管
の
清
掃
を
し

ま
す
」
な
ど
と
い
っ
て
訪

闘
し
、
「
こ
の
水
は
薬
品
を

入
れ
る
と
色
が
変
わ
る
の

で
健
康
に
よ
く
な
い
」
「
水

道
水
が
汚
れ
て
い
る
」
と

言
わ
れ
、
浄
水
署
や
活
水

薯
を
勧
め
ら
れ
て
不
安
で

す
。

Ａ
4
．
こ
の
よ
う
な
商
法
を

「
点
検
商
法
」
と
い
い
ま
す
。

色
が
変
わ
る
の
は
、
水
道

水
に
含
ま
れ
る
消
毒
剤
に

反
応
し
て
い
る
だ
け
で
す

が
ら
、
安
心
し
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。
覇
係
機
綱
を

装
っ
て
業
者
が
来
訪
し
た

場
合
、
身
分
証
明
書
の
提

示
を
求
め
、
不
要
な
場
合

は
キ
ッ
バ
リ
と
斬
り
ま
し

ょ
う
。
も
し
、
契
約
し
た

場
合
は
、
消
費
生
活
相
談

窓
口
℡
（
堕
4
0
1
8
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（1 両 か らの続 き）

平 成 1 8 年 度 水 質 管 理 自尊 設 定 項 目 検 査 結 果

（平成 18年 9 月採水 ：康水 3 検体 、浄水 4 検体）

1　－　ニ一・　　一　一・1　　一　　一　　．．
1 ア ンチモ ン及 びその化合物 0．015Ⅲ旺4 以 下 0．㈲昭 夫 溝 0．蠍 ）2 東 浦 0 ．㈱ 2 束清

2 ウラ ン及びそ の化 合物 0．伽 ／1 以下 0．㈱02 束 溝 0．∝氾2 来 演 0 ．（Ｘ氾2 未 満

3 ニ ッケル及 びその化合物 0．01ｍだハ 以下 0．（氾1 未満 0．（氾1 束 溝 0 ．（泊1 未満

4 亜 硝酸腰 窒素 0．05ｍｇハ 以下 0．（氾5 未 満 0．（氾5 束 溝 0 ．的5 未 満

5 1 2 －ジ ク ロロ エ タ ン 0．㈱血眼／ｌ以 下 0．鵬 未 満 0．蠍 ）4 未満 0．㈱ 4 未満

6 トランスー1㌢ ジクロロエチレン 0．04ｍだ／1 以下 0．鵬 未満 0．㈱4 未満 0．∝嶋 未 満

7 1」．．2－トリクロロエ タン 0．伽 月 以 下 0．∝髄 未満 0．（Ｘ髄 東浦 0．腑 ）6 未満

8 トルエ ン 0．2ｍｇ！1 以下 0．02 束 溝 0．02 未満 0．02 束 溝

9 7 タル酸ジ （2 －エチルへキシル） 0．1ｍど月 以下 0．㈹6 未 満 0．∝6 束 溝 0．（髄 未 満

10 亜塩素 酸 0．6ｍ正月 以下 － － －
11 塩ま酸 0．6ｍｇ！1 以下 － － －
12 二酸化 塩ま 0．6ｍｇパ 以下 － － －
13 ジタロ ロア セ トニ トリル 0．糾ｍｇ月 以下 0．（肌 未 満 0．㈹4 未 満 0 ∬繊 兼備

14 飽 水 クロ ラー ル 0．03ｍｇ／ｌ以下 0．㈲3 東浦 0．㈲3 束 溝 0．（氾3 未満

15 農藻類 比の和として1以下 0．01 未 満 0．01 束 溝 0．01 来演

16 残留塩 ま 1ｍｇ／1以下 0．54 0．49 0．51

17 カルシウム・マグネシウム尊 （確度） 1咄 以上1伽 ｇ／ｌ以下 39．0 12．8 2 7．8

18 マ ンガ ン及 びその化合物 0．01ｍｇパ 以下 0．㈱ 1 未満 0．㈱ 1 未 満 0．㈱ 1 未 満

19 遊離 炭酸 20ｍ〟 似 下 23 ．0 3．5 1 1．2

2 0 1．1ユートリクロロエ タン 0．3血 ∽ 以下 0．（泊1 未満 0．（氾1 束 溝 0．∝11 未 満

2 1 メチルｔｔ－プチ ルエーテル 0，伽 月 以下 0，∝泣 未満 0．㈱立 未満 0．002 束 溝

22 粛擁鶉尊 （遇マンガン■カリウム禰ｔｔ） 3ｍｇ4 以下 0．8 0．7 0 ．7

2 3 臭気 強度 （ＴＯＮ） 3 以下 1東浦 1未満 1未満

24 蒸発残 留物 釦ｌ喝几以上独 喝／ｌ以下 122 99 1 11

2 5 濁度 1度 以下 0．1 未 満 0．1 東嶺 0．1 未 満

2 6 ＤＨ値 7．5 程 度 7．7 6．7 7．2

2 7 腐食性 （ランゲ リア指数 ） －1 程度以上 －1．1 －2．2 －1．8

談10 亜塩 素酸、11 塩素酸、12 二酸 化塩素につ いては、原因物質 が二酸 化塩素 であ り、本 市では

二酸 化塩素 を浄水処理 で使用 していないので測定 していません
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け年度事薫で下水道贅儀が膠膠完了
し暮す。

昭和58年に始まった城陽市の下水遭簑億は、平成19年度の
車乗をもって一部区域を除きほぼ完成します。
平成17年度未の公共下水壇を利用することができる人口の
割合は約95％に選しています（京都府平均87％）。

◆下水道に接続すると‥
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台所やお風呂などから出る排水が

住居周辺の側溝や排水路に流れない
ので、嫌な臭いやハエやカなどの不
快虫の発生の原因が少なくなります。

下堪マスコットキャラクター「スイスイ」

汚れた排水を下水道管に集めて、下水処理場できれいに
してから川に流すので、川や海の水をきれいに保つことが
できます。

◆しかし、
このような下水道の効果は、下水道に接続する必要のある
すべての排水が接続されて初めて十分に発揮することができ
るものです。

下水道に接続していただくために
下水道に接続する工事を行う際に資金が不足する場合、金
融機繹削こ対し、市が融資のあっせんを行う制度があります。
また、融資あっせんにかかる利子を補給する制度もあります。

これらの制度を利用するには条件がありますので、詳細に
つきましては下水道課き（52）2057へお問い合わせくださ
い。

鶴亀食生活璃塚を守りきれいな水を守るため．下水濃が刺
円できるよう捗れば、できるだけ皐＜下水量に描韓してい
ただきますよう、み鴬古んのど確韓とご協力をお細いします。

市が業者に依頼して、宅地内の給水設儒や排水設備の点検・清掃を行うことはありません。悪質な点検商法などにご注意ください。


